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「部活動を通じた食育の実践発表」
陸上競技部・女子バスケットボール部

岡山県立岡山南高等学校



１ 学校概要

商業学科 家庭学科

商業科
国際経済科
情報処理科

生活創造科
服飾デザイン科

運動部４割



今回の該当する部活動

陸上競技部 ３０名 女子バスケットボール部１３名



＊練習内外問わず 怪我が耐えない。

＊筋力アップなどの目標に応じて何をどれだけ食べたら効果的なのか

わからない。

＊女子部員に、鉄不足による貧血傾向の症状が多くみられる。

２ 研究の目的 現 状



★課 題★

１ 筋力アップしながら体重管理をしていく食事内容

２ 疲労回復によい補食と効果的なタイミング

３ 貧血予防の食事内容と生活習慣の見直し（特に女子）



教職員

養護教諭・保健委員会
家庭クラブ員

栄養を学ぶ生徒

他の部員 岡山南食育実践
★研究体制★



１ 定性評価（アンケート調査や意識調査等）と定量評価（体組成計・

ヘモグロビン量測定器での記録の継続）で効果を検証

２ 栄養を学ぶ生徒（生活創造科）が競技の課題に応じたレシピを考案

３ 学校全体の活性化及び健康的な高校生活が送れるための広報活動

★達成目標★



★取組内容★

＜取組１ 計測 ＞ 月１回程度

体組成計での筋肉量・BMI測定
アストリムでのヘモグロビン測定



＜取組２①学ぶ＞ ＊見学（家庭クラブ）
味の素ナショナルトレーニングセンター

＊リモート会議及び食育講演会
保健委員会と家庭クラブ主催

meiji 健康講座



＊アドバイザーによるサポート
くらしき作陽大学 影山先生 講演会

個別指導

健康指導



栄養を学ぶ生徒による朝食・補食に摂取できる
おむすびレシピ考案！

＜取組２②実践＞

何度も
試作！

レシピ
作成！



レシピ作成！
目的に応じたおむすびが作れるように工夫

保健室・各教室に置いている



ポスター作成！ より身近に

QRコードからレシピを
読み取ることができる



＜ 取組③ 広める 家庭クラブによる取り組み＞

おむすび講習会 補食の試食



＜ 取組③ 広める 保健委員による取り組み＞

★保健だより



Q 講習会を受けて、食事に対する意識が変わりましたか？

４ 成果と課題 １月 陸上部・女子バスケットボール部４０名対象

変わった
57%

少し変わった
40%

あまり変わらない
3%

変わった 少し変わった あまり変わらない



Q 食育サポートを受けて補食を
摂るようになりましたか？

とるようになった
25%

時々とるようにしている
67%

とらない
8%

とるようになった 時々とるようにしている とらない

摂るようになった

→ ９２％！！

Q 補食で意識して摂るように
なった栄養素は何ですか？

炭水化物
22%

たんぱく質
65%

ビタミン
7%

鉄
3%

食物繊維
3%

炭水化物 たんぱく質 ビタミン 鉄 食物繊維

補食について



Q 試合の前日に食べるとよい食べ物を知っていますか？

知らない
26%

知っている
74%

１月

知らない 知っている

知らない
81%

知っている
19%

６月

知らない 知っている

知っている人
５５％増加！



Q 計測をして、身体や意
識は変化しましたか？

変化した
85%

変化してない
15%

Q 計測をして、どのように
変化しましたか？

筋肉がついた
40%

貧血改善を心掛けた
27%

体力がついた
10%

骨量を増やそうと努力した
5%

疲れにくくなった
5%

熱中症予防を意識した
5%

睡眠の質を高めた
8%

筋肉がついた 貧血改善を心掛けた

体力がついた 骨量を増やそうと努力した

疲れにくくなった 熱中症予防を意識した

睡眠の質を高めた

計測について



このプロジェクトを通しての部員の感想



食育実践を受けて

陸上競技部 女子バスケットボール部

100%

0%

良かった

１００％！！



１ 定性評価（アンケート調査や意識調査等）と定量評価（体組成計・

ヘモグロビン量測定器での記録の継続）で効果を検証

２ 栄養を学ぶ生徒（生活創造科）が競技の課題に応じたレシピを考案

３ 学校全体の活性化のために保健委員会と協力した広報活動

★達成目標★

→ △ さらに継続した計測が必要

→ ◯ レシピ集作成！

→ ◯ 保健委員会と共同で講習会や保健だよりで広めた



５ まとめ

１）学校全体で取り組むことで、生徒の学習を活かすことができ、生徒同
士の意識の向上がみられた。

２）アドバイザーの先生のアドバイスをいただけることで、部員だけでは
なく顧問や教員の学習の機会を得られた。

３）各部員の食生活に対する意識の向上や計測値の目標到達できるよう、
教員、生徒同士の協力体制をさらに発展させ、学校全体で引き続き働
きかけを行う。



ご清聴ありがとうございました。


